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伊勢志摩サミットに関する NGOの活動について 

○2016年 G7サミット市民社会プラットフォーム 

1．組織概要 

 

 

2．活動実績 

 



○市民の伊勢志摩サミット（市民サミット） 

◎概要 

【開催日時】 

2016年 5月 23日（月）10：00～18：30／24日（火）9：30～15：30 

【主催】 

・2016年 G7サミット市民社会プラットフォーム 

・東海「市民サミット」ネットワーク 

【目的】 

・G7サミットに対して政策提言を行う 

・力強い市民社会の形成を共通目標とする 

・海外、国内の市民団体が交流する 

・海外、国内の市民社会へ向けて開催地の市民の声を発信する 

【参加者数】 

100団体、500名 

【分科会】 

アフリカ、シリア難民、食糧安全保障、災害、子ども、環境、グローバリゼーションと健

康、気候変動・生物多様性・防災、地域間格差、ユース、SDGs、平和、移民・難民・多文

化共生、教育、力強い市民社会 

 

◎成果と課題 

【成果】 

1．（NPO と NGO との連携）地域の課題に取り組む NPO と国際協力に取り組む NGO と

の連携により開催。NPOと NGOの連携の事例として画期的な取り組みとなった。 

2．（地域の課題と世界の課題とを関連づけて考える）東海地域の NGO/NPOにとって世界

の課題は遠い存在だったが、G7サミットは世界の課題に目を向けるきっかけとなった。さ

らに、市民サミットの分科会を共同して担い、提言書を作成することにより、NPOにとっ

て NGOの手法と経験に学ぶ機会となった。そのことを通して、東海三県の NGO／NPOの

間に政策提言への関心と意欲を高めることにつながった。 

3．（市民へのインパクト）分科会のワークショップに参加し、提言書作成のプロセスに直

接関わる経験をした市民にとって、その場が NGO/NPOの活動を体験する機会となったこ

とから、市民に対して一定のインパクトを与えることができた。 

4．（15分科会で 16件の提言書を作成）地域の課題に立脚した視点で世界の課題をとらえ、

G7首脳に対する提言書を作成した。提言書は事前にウェブサイトにおいて公開し、広く市

民からの意見を募集。市民サミット当日の参加者の意見も反映して最終的な提言書に仕上

げた。英文の提言書を作成した。 

5．（市民宣言の採択）東海「市民サミット」ネットワークの参加団体の議論に基づいて市

民宣言案を作成した。市民宣言案は市民サミットの当日、参加者に対して公開し、寄せら

れた意見に基づいて修正を行い、エンディングセッションにおいて満場一致で採択した。 

【課題】 

1．（首脳宣言への反映）G7サミット首脳に対して直接政策提言する機会をとらえることが

できなかった。首脳宣言に反映できる可能性を追求するには、周到な準備と力量が必要だ



が、いずれも不足していた。 

2、（海外への情報発信）国際メディアセンターでの記者会見に海外メディアの参加がなく、

海外の市民社会へ向けて、提言書及び市民宣言に関する十分な情報発信ができなかった。 

3．（国内 NPO への周知）国内で地域課題に取り組む NPO への周知が十分でなく、NPO

の参加に関しては東海地域に限定される傾向があった。 

 

◎総括 

東海地域のNGO/NPOにとっては広く国内のNGO/NPOとの相互交流と相互理解の場と

なった。地域のNPOにとって、国際協力NGOが蓄積してきた政策提言に関わる経験と力

量を学ぶ機会となった。東海地域の NGO/NPOの政策提言に対する関心と意欲を喚起する

機会となり、今後、政策提言に関わる東海地域のネットワーク形成につながる可能性と機

運をもたらした。 

 

 

東海「市民サミット」ネットワーク呼びかけ団体 

NPO法人ぎふNPOセンター 

NPO法人泉京・垂井 
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